
－^調貪l贋施しf<.
　辞釆^葦ﾌ紅わa;. 手訟わの弗声的匁^行動向，自ズ･'-A昇彩濯をも斥いて･リダ

柳掌鰐行f/7fii.自佳可動・及が"^多征へ・彩摩･^々られない. し六々-■>てそ軋・貳竹むト

副)のt 鉱,-'匙彩序刄与えいり哨にぇfへtヽしi々扮岬,- a蜀りi 峠幻がみろれ^ ・

衝心)の叡弧戻　0 多性･-'ti　塾粍の貳タエソもか楳コしｰ・アー－*／の移蔑　参傾慕

和恥･影岑々仙いヽ．しいヽ¨べ刑む嘲じ竹い烏合，^ li｀1Aり働耀い^'fiらすj エリ

琵參蘇コl. 3-ｊ･ヶ一-^3 ／，乖媒犀和良l匍おてヽべ-- に婿発すけが衣りであい

いa う．
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子と’｀むの家事参力哺､度に作用する要因に関する研究（第3報）

　　　　　鈴木敏子( 高知大i絹）　　　　　　　　　一父子関係刺刺面t5ヽら

　　　　O面本愈ヽ子（融口学iS短大）舟橋久チC融口大教il附養）

　目的．子どもの家事参加が£レレヽ実態､が詞摘ごれる一方、家亭労働．子ど’iﾉの身心<7)発

達に与える意義ヵ呪直されひヽる状況に鑑お、われわ畑よ、どのような生遥背景が゛子ど｀も

の客､ｷ参カロと規吏いいヽるものヵヽつきとめ、家庭敢影親子関係の留t-^^ii見出そうとlし

ている.これまで｀2報にわｱこ、て、主体（チじし）の要因、家族関係的要因.生祐揉式･

環境の要因に介けパヽくつわヽの要因を見出し得に今節よ、募族関係的要固の内、父親の

番亭参加の状う兄が子どむの家事参加の状況に一つ･り大きｙ影響と与えていtここと.に汪目レ、

父子関係の実χμさら･こ追究すi .
　方法･第i報j:同V. 尚天口市内剛主宅化地域の小字校7枚、農仲幻地域の小学校z殺の、

5 ･ 6早生の父と母と児童. およ八　ト３年生の父と母を対象|こ、/ﾀ7ﾀ年/λ月初旬に実

施いこアンケート. 分折敷:いG年生J/6組丿年生/5‘ﾀ組、J年生β1 級．

　結果･(j)一例|よ．>51表にみられるように、遊び'、勉強､．テレビ･、休日^過ごレ方など.

生遥の諸行動を父規とよく一紡にしていると尽･える子どもの方が■父見との寄亭協力の度

合も高い．＠他･こ、子ど'=しの父親に対する理解度、信頼政など'とも相mレている傾向が｀み

tinこわrこって槨^的な関係吋和これてぃることが帑められ

季

ひﾆ

多

る。

4ヽ更紆 ながな 謹謬勁
計 |00.0 lOO,∂ iiiﾛ.i?[00.0 loo･∂

μ一端,こ4う 4.ﾜ i1.6 i.2 0.9 -

な'･ 41.1 51.? 外i 34-.? 21.7

あ幻喘にふ 3S,1 I-)-.?30.1 W.7 μ.3

全成> /4-.1 J.7 S.8 15.0 30.0

卒雌ﾉﾌ耽わ仔と゛初回iL汗及､ぽす彩辱にフバ

　　　　　　　　　　　μ・七夕大、参氏　す闇美砂夕

られる。③さらに父との客劃為力度が満い子どもの方が｀、

父K の共同行動を一層望んて｀いる傾向も南う。の父親の冬季

今加刎幻兄が子と'｀もの象I･参加の状蒸を規走する一要ia ･v&;

フてぃ7こがヽそれだけでぶくヽ以上のように、父子関係の多
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回的母根･o教則;kつて晋‰a式さな恨奢婁双tな・ひ･て・薦業採統を望々斤^り

ir !£りためitむ糾等す煮業l中断ぜざうを得外ヽ母親"!""fく　久'^え戦果i怯統i て，･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　・　　二1ﾉa A-*'″゛‾'しj一一･u －゙'｀17 I'/VクIN一1"1 ～｀　　－'j　'　●●f-　　- '●'●'

う希ﾉなぞも' 母麗の就う^ ダチ^｀わ- ^.彩溥をも^ 夕ずり仙エな･･がり･う急慎り舶い

さまいりμひ J のお凍碑で｀あう，いでコ言たして母親の就ﾀﾞtヽ｀ふ匹いこ悪彩堆を与丸

t I･3 り力｀を恥どものg ar一公ヤフ側匈がら脈るコ乙弘レf'.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j●ﾉ．１_　　．　，･ｙ･〃．〃　・　自.1- ^鳴　㎞

もtil.'7い£む｀一得す'Mi一申断ぢﾀﾞか埓rf゛母親゛''fくパ叶

1１●　に　t- I　’゛　゛･　　'　　　l'‾'　y '゛1'
方繊山月

竹谷謔‰江よ‰よ禁げおμよこ言潜5;に7詔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_.ﾉ　ja　.

゛‾刀｀“A’*■　ゝ～-・　’-”　　〃゛〃‾″　　－　－　－゛「r〃－　・’fl　　　’　　・
耳7 フ- りぞ、有勧回収載ば多ﾀｱ緋ぞ廊フれ県令　ま徒､つ灯 11^ 眼球バ貪．酵%%，

永峰づ? 一タブー-^^乙が族裡坦斟=関すうアyアペヽ額乱及i'｀痢ト藤原善″自ぶ一佐

診脚襖^" -g^藁億レ、乖犀ぺfいr iパ惹の教わん応■ 耐ぴ|り濯鳶遣･こ闇す?アンr


